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２０１１年５月２６日 

各  位 

 
 

   （コード番号 ８００５  東証１部） 

         

（ＴＥＬ ０５３－４６４－１１１４） 

 
 

（訂正・数値データ訂正） 

「平成 23 年 3 月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 
 
 

平成 23年 4月 28日に発表いたしました「平成 23年 3月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載内容につきまして、一

部訂正がありましたのでお知らせいたします。また、数値データにも訂正がありましたので訂正後の数値データも送信い

たします。 

なお、訂正箇所につきましては、下線を付しております。 

 

記 

 

１．［添付資料］３ページ １．経営成績（１）経営成績に関する分析  

【訂正前】 

④ソリューション事業 

ソリューション事業におきましては、事業会社の株式会社スクロール３６０が通販事業者に対し、物流代行・システム

提供・販売促進支援等３６０度全方位のサポート事業に取り組んでまいりました。物流代行サービスの受注拡大を目的と

して平成 21年９月に建設したソリューションセンター（静岡県磐田市）のフル稼働を目指しております。また、平成 23
年１月には化粧品製造業（包装・表示・保管）の免許を取得するなど、サービス内容拡充にも取り組んでまいりました。

（省略） 
 
【訂正後】 

④ソリューション事業 

ソリューション事業におきましては、事業会社の株式会社スクロール３６０が通販事業者に対し、物流代行・システム

提供・販売促進支援等３６０度全方位のサポート事業に取り組んでまいりました。物流代行サービスの受注拡大を目的と

して平成 21年９月に建設したソリューションセンター（静岡県磐田市）のフル稼働を目指しております。また、平成 23
年２月には化粧品製造業（包装・表示・保管）の許可を取得するなど、サービス内容拡充にも取り組んでまいりました。

（省略） 
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２．［添付資料］19ページ ４．連結財務諸表（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

【訂正前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【訂正後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円）

    
前連結会計年度 

(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の返済による支出 △1,800 △671 
  長期借入金の返済による支出 － △3,192 
  株式の発行による収入 － 1,667 
  自己株式の取得による支出 △0 △0 
  配当金の支払額 △273 △385 
  その他 △3 △17 
  財務活動によるキャッシュ・フロー △2,077 △2,599 

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △134 △666 

現金及び現金同等物の期首残高 6,151 6,017 

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 6,017 ※1 5,350 
        

  

 
(単位：百万円)

    
前連結会計年度 

(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の返済による支出 △1,800 － 
  短期借入金の純増減額（△は減少） － △671 
  長期借入金の返済による支出 － △3,192 
  株式の発行による収入 － 1,667 
  自己株式の取得による支出 △0 △0 
  配当金の支払額 △273 △385 
  その他 △3 △17 
  財務活動によるキャッシュ・フロー △2,077 △2,599 

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △134 △666 

現金及び現金同等物の期首残高 6,151 6,017 

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 6,017 ※1 5,350 
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３．［添付資料］23ページ ４．連結財務諸表（８）表示方法の変更 

【訂正前】 

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

（省略） （連結キャッシュ・フロー計算書）  

 前連結会計年度において、「財務活動によるキャッ

シュ・フロー」の「短期借入金の返済による支出」に

含めていた１年内返済予定の長期借入金の返済による

支出は、短期運転資金の収支と区別するため、当連結

会計年度より「長期借入金の返済による支出」として

表示しております。 

 なお、前連結会計年度の「財務活動によるキャッシ

ュ・フロー」の「短期借入金の返済による支出」に含

まれる「長期借入金の返済による支出」は△500百万円

であります。  

  

 

【訂正後】 

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

（省略） （連結キャッシュ・フロー計算書）  

 前連結会計年度において、「財務活動によるキャッ

シュ・フロー」の「短期借入金の返済による支出」に

含めていた１年内返済予定の長期借入金の返済による

支出は、短期運転資金の収支と区別するため、当連結

会計年度より「長期借入金の返済による支出」として

表示しております。 

 なお、前連結会計年度の「財務活動によるキャッシ

ュ・フロー」の「短期借入金の返済による支出」に含

まれる「長期借入金の返済による支出」は△1,800百万

円であります。  

  

 

４．［添付資料］24ページ ４．連結財務諸表（９）注記事項（連結損益計算書関係） 

【訂正前】 

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

（省略） ※１ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の

金額であり、次の商品評価損が売上原価に含まれてお

ります。 

商品評価損 429百万円 

  

 

【訂正後】 

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

（省略） ※１ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の

金額であり、次の商品評価損が売上原価に含まれてお

ります。 

商品評価損 300百万円 
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５．［添付資料］27ページ ４．連結財務諸表（９）注記事項（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

【訂正前】 

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

※ 現金及び現金同等物の連結会計年度末残高と連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係（平成22

年３月31日） 

※ 現金及び現金同等物の連結会計年度末残高と連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係（平成23

年３月31日） 

現金及び預金勘定  6,017百万円 

現金及び現金同等物  6,017百万円 
  

現金及び預金勘定   5,350百万円 

現金及び現金同等物   5,350百万円 
  

 

【訂正後】  

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

※１ 現金及び現金同等物の連結会計年度末残高と連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係（平

成22年３月31日） 

※１ 現金及び現金同等物の連結会計年度末残高と連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係（平

成23年３月31日） 

現金及び預金勘定  6,017百万円 

現金及び現金同等物  6,017百万円 

  

───── 

現金及び預金勘定   5,350百万円 

現金及び現金同等物   5,350百万円 

  
※２ 株式の取得により新たに連結子会社となった会社
の資産及び負債の主な内訳 

   株式の取得により新たに㈱イノベートを連結した
ことに伴う連結開始時の資産及び負債の内訳並びに
㈱イノベート株式の取得価額と取得のための支出
（純額）との関係は次のとおりであります。 

 

流動資産 2,096百万円

固定資産 54百万円

のれん 832百万円

流動負債 △1,694百万円

固定負債 －百万円

少数株主持分 △56百万円

㈱イノベート株式の取得価額   1,233百万円

㈱イノベート株式現金及び現金同等物  △123百万円

㈱イノベート株式取得に係る未払金 △237百万円

差引：㈱イノベート株式取得のための

支出 

 872百万円 
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６．［添付資料］29ページ ４．連結財務諸表（９）注記事項（セグメント情報等） 

【訂正前】 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日）            （単位：百万円） 

 報告セグメント    

  
  通販アパ

レル事業 

通販イン

ナー事業 

通販非 

アパレル

事業 

ソリュー

ション 

事業  

金融事業      計        

調整額

（注）１ 
  

合計 

(注) ２ 
  

売上高    

 外部顧客への売上高     

 セグメント間の内部売  

 上高又は振替高 

 

26,329 

   

－ 

 

8,900 

 

－ 

 

13,161 

 

0 

 

5,994 

 

51 

 

1,286 

 

0 

 

55,672 

 

52 

 

－ 

 

△52 

 

55,672 

 

－ 

計   26,329 8,900 13,162 6,046 1,286 55,725 △52 55,672 

セグメント利益 805 529 372 281  468 2,457 △80 2,376 

セグメント資産 7,355 2,581 3,641 4,739  9,868 28,186 11,522 39,708 

その他の項目 

減価償却費 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

149 

 

 4 

 

153 

 

381 

 

534 

（注）１．セグメント利益の調整額△80百万円には、セグメント間取引消去2百万円及び投資不動産の調 

整額△83百万円が含まれております。 

２．セグメント利益は、連結財務諸表の経常利益と調整を行っております。 

３．当社グループでは、負債は報告セグメント別に配分していないため、開示を省略しております。  

 

 当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日）            （単位：百万円） 

 報告セグメント    

  
  通販アパ

レル事業 

通販イン

ナー事業 

通販非 

アパレル

事業 

ソリュー

ション 

事業  

金融事業      計        

調整額

（注）１ 
  

合計 

(注) ２ 
  

売上高    

 外部顧客への売上高     

 セグメント間の内部売  

 上高又は振替高 

 

23,893 

   

－ 

 

8,926 

 

－ 

 

16,831 

 

0 

 

6,050 

 

95 

 

758 

 

1 

 

56,460 

 

97 

 

－ 

 

△97 

 

56,460 

 

－ 

計   23,893 8,926 16,831 6,146 759 56,557 △97 56,460 

セグメント利益 567 533 188 295  454 2,040 △212 1,828 

セグメント資産  6,957  2,961  6,492  4,949  6,635 27,996  8,909  36,905 

その他の項目 

減 価 償 却 費  

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 

 －  

 － 

－  

－ 

177  

31 

212  

514 

2  

△7 

392  

538 

375  

△550 

768  

△11 

（注）１．セグメント利益の調整額△212百万円には、セグメント間取引消去△129百万円及び投資不動産の調 

整額△82百万円が含まれております。 

２．セグメント利益は、連結財務諸表の経常利益と調整を行っております。 

３．当社グループでは、負債は報告セグメント別に配分していないため、開示を省略しております。   
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【訂正後】 
３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日）            （単位：百万円） 

 報告セグメント    

  
  通販アパ

レル事業 

通販イン

ナー事業 

通販非 

アパレル

事業 

ソリュー

ション 

事業  

金融事業      計        

調整額

（注）１ 
  

連結財務

諸表計上

額 

(注) ２ 
  

売上高    

 外部顧客への売上高    

 セグメント間の内部売  

 上高又は振替高 

 

26,329 

   

－ 

 

8,900 

 

－ 

 

13,161 

 

0 

 

5,994 

 

51 

 

1,286 

 

0 

 

55,672 

 

52 

 

－ 

 

△52 

 

55,672 

 

－ 

計   26,329 8,900 13,162 6,046 1,286 55,725 △52 55,672 

セグメント利益 805 529 372 281  468 2,457 △80 2,376 

セグメント資産 7,355 2,581 3,641 4,739  9,868 28,186 11,522 39,708 

その他の項目 

減価償却費 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

149 

 

 4 

 

153 

 

381 

 

534 

受取利息 － － － 0 － 0 19 19 

支払利息 － － － 0 － 0 65 65 

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
－ － － 1,796 0 1,797 1,246 3,043 

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。 

(1) セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去2百万円及び投資不動産の内部取引利益

△83百万円が含まれております。 

(2) セグメント資産の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社資産14,454百万円及びセ

グメント間債権債務消去△2,931百万円を含んでおります。 

(3) 減価償却費の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社資産分382百万円を含んでお

ります。 

(4) 受取利息の調整額には、各報告セグメントに配分していない本社管理分30百万円及びセグメント

間取引消去△11百万円を含んでおります。 

(5) 支払利息の調整額には、各報告セグメントに配分していない本社管理分66百万円及びセグメント

間取引消去△1百万円を含んでおります。 

(6) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社資

産分です。 

２．セグメント利益は、連結財務諸表の経常利益と調整を行っております。  

３．当社グループでは、負債は報告セグメント別に配分していないため、開示を省略しております。  
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当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日）            （単位：百万円） 

 報告セグメント    

  
  通販アパ

レル事業 

通販イン

ナー事業 

通販非 

アパレル

事業 

ソリュー

ション 

事業  

金融事業      計        

調整額

（注）１ 
  

連結財務

諸表計上

額 

(注) ２ 
  

売上高    

 外部顧客への売上高    

 セグメント間の内部売  

 上高又は振替高 

 

23,893 

   

－ 

 

8,926 

 

－ 

 

16,831 

 

0 

 

6,050 

 

95 

 

758 

 

1 

 

56,460 

 

97 

 

－ 

 

△97 

 

56,460 

 

－ 

計   23,893 8,926 16,831 6,146 759 56,557 △97 56,460 

セグメント利益 567 533 188 295  454 2,040 △212 1,828 

セグメント資産  6,957  2,961  6,492  4,949  6,635 27,996  8,909  36,905 

その他の項目 

減価償却費 

 

－ 

 

－ 

 

10 

 

212 

 

 2 

 

225 

 

380 

 

605 

のれんの償却額 － － 166 － － 166 － 166 

受取利息 － － 0 0 － 0 32 33 

支払利息 － － 19 0 － 20 33 53 

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
－ － 16 62 1 80 147 228 

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。 

(1) セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去△129百万円及び投資不動産の内部取引利

益△82百万円が含まれております。 

(2) セグメント資産の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社資産13,429百万円及びセ

グメント間債権債務消去△4,520百万円を含んでおります。 

(3) 減価償却費の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社資産分381百万円を含んでお

ります。 

(4) 受取利息の調整額には、各報告セグメントに配分していない本社管理分49百万円及びセグメント

間取引消去△16百万円を含んでおります。 

(5) 支払利息の調整額には、各報告セグメントに配分していない本社管理分51百万円及びセグメント

間取引消去△18百万円を含んでおります。 

(6) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社資

産分です。 

２．セグメント利益は、連結財務諸表の経常利益と調整を行っております。  

３．当社グループでは、負債は報告セグメント別に配分していないため、開示を省略しております。 
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７．［添付資料］44ページ ５．個別財務諸表（６）注記事項（損益計算書関係） 

【訂正前】 

前事業年度 
（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

（省略） ※１ 他勘定振替高の主な内訳は、次のとおりであります。 
 広告宣伝費への振替額 6百万円

寄付金への振替額 5百万円

  
 ※２ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金

額であり、次の商品評価損が売上原価に含まれておりま

す。 
 商品評価損 360百万円

  

 
【訂正後】 

前事業年度 
（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

（省略） ※１ 他勘定振替高の主な内訳は、次のとおりであります。 
 寄付金への振替額 5百万円

  
 ※２ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金

額であり、次の商品評価損が売上原価に含まれておりま

す。 
 商品評価損 230百万円

  

 
 

以 上 


